
■多くのスピ系は「波動を上げる」と簡単に言う。

「波動上げ」なんて軽い言葉もある。

けれども、本当に「波動が上がる」ときというのは、

相応の苦痛や困難が伴う。

■ スピリチュアル・エマージェンシーとは

◉ 定義（代表的なもの）

「スピリチュアル・エマージェンシー」とは、

個人が急激な霊的覚醒や意識の変容体験を通じて、

深い内面的変化に直面し、一時的に日常生活や

心理的バランスを保てなくなる状態を指します。

この概念は主に、スタニスラフ・グロフ

（精神科医・トランスパーソナル心理学の先駆者）

によって提唱されました。彼はこれを

「精神病ではなく、霊的成長の危機」と位置づけています。

■ よくある症状や体験

神秘体験や一体感の感覚（宇宙との融合など）

現実感の喪失や、時間・空間の感覚の変容

強烈な感情の噴出（恐怖・恍惚・怒りなど）

急激な価値観や信念の変化

肉体感覚の異常（熱感、エネルギーの流れなど）

アイデンティティの崩壊感

見えない存在との接触感覚や幻視体験

これらは、一見すると統合失調症などの

精神病的症状に見えることもあり、

誤診や不適切な治療につながることがあります。

■ スピリチュアル・エマージェンシーが起きやすい状況

瞑想・ヨガ・断食などの精神修行を急激に行ったとき

トラウマ体験や大きな喪失（死別・離婚など）を経た後

臨死体験やクンダリニー覚醒

精神的に敏感な人が深い内省に入ったとき

■ 対処・サポートのポイント



1. 病理化しない

スピリチュアル・エマージェンシーは、

通常の心理療法では「病気」と見なされがちです。

しかし、この体験を「意味ある変容プロセス」として

尊重することが重要です。

2. 安心できる環境の確保

安全で信頼できる人間関係や生活環境は非常に

大切です。孤立は悪化を招く可能性があります。

3. 無理に抑えつけない

体験を無理に止めようとせず、身体や感情の

プロセスを丁寧に観察・受容すること。

身体感覚（グラウンディング）を

意識することも有効です。

4. 信頼できるガイドや専門家の支援

トランスパーソナル心理学に理解のあるセラピストや、

経験豊富なスピリチュアルガイドに相談することが理想です。

5. 日常生活とのバランス

深い体験を統合するには、「普通の生活」との

バランスも大事です。食事・睡眠・運動など、

基本的なリズムを整えること。

6. 急激な修行・浄化を控える

瞑想や断食などを急に深めると、変容の火力に

耐えきれないことがあります。

エネルギーの過負荷は避けましょう。

■ 補足：スピリチュアル・エマージェンスとの違い

Spiritual Emergence（スピリチュアル・エマージェンス）：

→比較的穏やかな霊的目覚めのプロセス。

健全な範囲で日常に溶け込む。

※Emergence：発現

Spiritual Emergency（スピリチュアル・エマージェンシー）：

→そのプロセスが激烈で、危機状態となったもの。

※Emergency：緊急事態

どちらも「スピリチュアルな変容のプロセス」

として連続的に捉えることができます。



■ まとめ

スピリチュアル・エマージェンシーは、

魂の目覚めのプロセスでありながら、

深刻な混乱も伴う“霊的な危機”です。

「病気」ではなく「変容の通過点」として理解し、

安心・統合・グラウンディングのサポートが重要です。


